
































































物溶液をダイズ葉に噴霧し、TI および PR1 防御遺伝⼦の発現解析を⾏った結果、メントー
ルと同様の誘導性を⽰した。⼀⽅、グリシン、バリンなどのアミノ酸を付加した化合物を同
様にダイズ葉に処理した結果、バリンを付加した化合物（メントール-Val）を処理したダイ
ズ葉において防御遺伝⼦の発現量がメントールと⽐較して有意に上昇した。さらに、メント
ール-Val を処理したダイズ葉におけるハスモンヨトウによる⾷害量とナミハダニの産卵数
も有意に低減したことから、当該化合物は有⽤な防御活性化剤であることが⽰唆された。 
⼀⽅で、メントールには抗炎症、抗腫瘍などの薬理作⽤があることが知られている。そこ
で本研究では、Lipopolysaccharide（LPS）刺激により⼈⼯的に炎症反応を誘発させたマウス
マクロファージ様細胞株（RAW264.7）におけるメントールおよびメントール-Val の抗炎症
効果を検証した。その結果、メントール-Val を処理した細胞ではメントールを処理した細胞
よりも、TNF-a、IL-1b などの炎症性サイトカインの発現を低下させる効果があることが認
められた。本成果は、当該修飾化合物の医薬品、健康サプリメントとしての有⽤性を⽰唆す
る。 
 
総括 
 植物の⾹りを介した植物間コミュニケーションの詳細な分⼦機構の理解と応⽤利⽤に向
けた挑戦は⻑く停滞状況にあった。本研究では、それらの課題を解決した成果に位置づけら
れる。メントール修飾化合物の開発基盤研究は、未だ初期段階であるが、様々な思考の基盤
研究を維持することで、今後化合物の農業利⽤や医薬品への応⽤を⽬指す。 
